
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
経
済
統
計

　

日
本
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
残
高
は
２
０
１

７
年
度
末
時
点
で
２
３
２
兆
円
で
あ
り
、

15
年
度
末
時
点
の
56
兆
円
か
ら
飛
躍
的

に
拡
大
し
て
い
る
（
い
ず
れ
も
日
本
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
投
資
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
よ
る

機
関
投
資
家
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
）。
こ
の
背
景
と
し
て
、
ま
ず
15
年

に
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
（
年
金
積
立
金
管
理
運
用

独
立
行
政
法
人
）
が
国
連
の
責
任
投
資

原
則
（
Ｐ
Ｒ
Ｉ
＝P

rinciples for R
e-

sponsible Investm
ent

）
に
署
名
し

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
Ｐ
Ｒ
Ｉ
は
投

資
プ
ロ
セ
ス
に
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
を
取
り
入

れ
る
こ
と
を
推
奨
す
る
も
の
だ
。
日
本

最
大
の
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
Ｇ

Ｐ
Ｉ
Ｆ
が
Ｐ
Ｒ
Ｉ
に
署
名
し
た
こ
と
で
、

運
用
の
委
託
を
受
け
る
運
用
会
社
を
中

心
に
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
に
取
り
組
む
動
き

が
広
が
っ
た
。

　

ま
た
、
14
年
に
策
定
さ
れ
た
日
本
版

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
は
、

機
関
投
資
家
に
対
し
「
投
資
先
企
業
の

持
続
的
成
長
に
向
け
て
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
責
任
を
適
切
に
果
た
す
た
め
、

当
該
企
業
の
状
況
を
的
確
に
把
握
」
す

る
こ
と
を
求
め
て
お
り
、
把
握
す
る
内

容
と
し
て
社
会
・
環
境
問
題
へ
の
対
応

を
例
示
し
て
い
る
。
14
年
に
策
定
さ
れ

た
際
は
リ
ス
ク
へ
の
対
応
と
い
う
観
点

で
考
慮
す
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
た

が
、
17
年
の
改
訂
で
は
、
リ
ス
ク
に
加

え
、
収
益
機
会
の
観
点
か
ら
も
考
慮
す

る
べ
き
と
さ
れ
た
。

　

一
言
に
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
と
い
っ
て
も
、

そ
の
手
法
は
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ

る
の
は
、
武
器
や
た
ば

こ
、
ア
ル
コ
ー
ル
製
造

と
い
っ
た
特
定
の
業
界

・
企
業
を
投
資
対
象
か

ら
除
外
す
る
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

だ
ろ
う
。
近
年
で
は
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
が
多
い
石
炭
火
力
を

投
資
対
象
か
ら
除
外
す

る
動
き
も
増
え
て
い
る
。

一
般
的
な
投
資
で
考
慮

さ
れ
る
財
務
情
報
（
企

業
か
ら
公
表
さ
れ
る
財

務
諸
表
や
業
績
予
想
な
ど
）
に
加
え
、

Ｅ
Ｓ
Ｇ
情
報
も
考
慮
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
イ
ン

テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
環
境
破
壊
や
人
権

侵
害
な
ど
に
関
す
る
国
際
的
な
規
範
を

満
た
し
て
い
な
い
企
業
を
投
資
対
象
か

ら
除
外
す
る
国
際
規
範
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
で
優
れ
た
取
組
み
を
し
て

い
る
企
業
を
投
資
対
象
と
す
る
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
投
資
先
企

業
に
Ｅ
Ｓ
Ｇ
へ
の
取
組
み
を
促
す
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
（
投
資
家
行
動
）、
社

会
や
環
境
に
関
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て

取
り
組
む
企
業
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

に
投
資
す
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
テ
ー
マ

投
資
な
ど
が
あ
る
。

　

投
資
手
法
別
の
残
高
比
率
を
見
る
と
、

日
本
は
欧
州
や
米
国
と
比
べ
て
、
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
低
く
、

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
高
い
（
図
表
）。

Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
オ
ー
ナ
ー

と
し
て
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
や
投
資
撤
退
（
ダ
イ
ベ
ス
ト
メ
ン

ト
）
を
行
わ
ず
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

を
通
じ
て
Ｅ
Ｓ
Ｇ
へ
の
取
組
み
を
促
し

て
い
く
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
日

本
で
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
多
い
の
は
、

こ
う
し
た
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
の
方
針
も
影
響
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
少
な
い

日
本
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資

（
Ｇ
Ｓ
Ｉ
Ａ
“The G

lobal Sustainable Investm
ent R

eview
 2018

”）

大
和
総
研　

金
融
調
査
部
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
室
長

主
任
研
究
員

太
田
珠
美

（注）　欧州および米国は17年末時点、日本は17年度末時点。
（出所） 　Global Sustainable Investment Alliance “The Global 

Sustainable Investment Review 2018” から大和総研作成。

〔図表〕　ＥＳＧ投資残高に占める投資手法の比率（地域別）
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